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　2008年12月、フォルボ･ジークリング･ジャパン株式会社は、創立40周年を迎える

ことになります。

　これもひとえに、お客様をはじめ株主やディーラー、協力企業などステーク･ホルダーの

皆様のご協力、ご指導の賜物と多謝するとともに、お客様第一の姿勢を堅持し日々の業

務に取り組んだ先達をはじめとする社員一人ひとりの成果の現れでもあります。

　思い起こせば、樹脂ベルトを日本に広く紹介するため、1968年にエクストレマルタ

スベルト株式会社として発足し、以来40年、日本国内はもとよりアジア･パシフィック地

域において、一貫して樹脂ベルトの製造･販売とV-リングシールをはじめとするシール

材の販売に取り組んでまいりました。経済成長を支える各産業に不可欠な基盤製品を

開発し、製造･販売することに大きな使命を感じ、日々の業務に邁進しております。この

企業姿勢は、創立以来変わらぬものでありますが、お客様とより緊密な関係を築くため

に、市場の要求に応えた製品の開発、また業務プロセスの変革を行ってきております。

　そして40周年を迎えた今、国際的な製造系企業グループであるフォルボ･グループの

一員として、グローバルなネットワークを活かし、変化の激しい世界経済の中で、高品

質な製品とサービス体制をより充実させることはもちろん、社会の中で必要とされ

る持続可能な企業として、経験の継承、人材の育成、経営の効率化、環境への配慮な

ど、これまで以上の努力をしてまいる所存です。

　何卒、「ベルトにできるすべてのことを」を掲げる日本唯一の樹脂ベルト専業メーカ

ーとして、これまで以上のご指導、ご鞭撻を賜りますとともに、皆様の身近にいる事

業パートナーとしてお役に立てていただきますよう、心よりお願い申し上げます。
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　此の度、フォルボ・ジークリング・ジャパン株式

会社が創業40周年を迎えられるとのこと、誠に

御目出度く、心よりお慶び申し上げます。

　私ども株式会社ハシモトは、大正14年に創

業し、主にゴム・皮革のベルト（当時は調帯）を

中心として個人商店でスタート致しました。鉄

鉱石、セメント、石、タバコの搬送等を主として、

ゴムベルトを中心に販売していたわけですが、

時を経て日本も高度成長時代を迎え、全ての

業種で経済活動が活発になり、人手不足が表

面化し、その為、省力化のための機械が飛躍

的発展を始める段階に至りました。ゴムベルト

ではできない小プーリー径や軽量化、衛生性

などにより省力機械の応用範囲を大きく広げる

樹脂ベルトが登場し、普及し始めた昭和44年頃、

縁があって御社とのお付き合いを始めること

となりました。

　当時、御社はエクマン商会として、神奈川新

町（横浜）に事務所と加工工場を有しておりま

した。性能のことはともかく、とにかく高価で

したので、設計は進んでも、価格の折り合いが

つか ず 、何度も横浜へ 伺ったのも懐かしい

思い出です。樹脂ベルトの普及とともに、昭和

50年には日本ジークリング株式会社として新発

足し、袋井工場を新設し内作することにより、

大幅なコストダウンと販路の拡大をなされました。

私どもも昭和53年タバコ搬送用ベルトの樹脂

化に成功し、御社とのお取引も急激に増えて

いきました。その後は食品包装機械をはじめ

多くの分野に拡大し、取引の拡大と共にさらに

強い絆で結ばれ、今日に至っております。

　私事で恐縮ですが、御社創業年に私も一社

会人としてスタートし、40年の歳月を積み重ねて

まいりました。長いようで一瞬のまばたきのよう

に思われ、感慨一入です。

　最後になりますが、40年も一つの区切りです

ので、今後とも代理店との連携を密にし、製販

一体となった更なる発展を願い、御社の益々の

ご繁栄を祈念申し上げる次第です。
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代表取締役社長

橋本 正勝 様

 当社とジークリング製品とのかかわりは、日本

ジークリング（当時）が設立される以前まで遡り

ます。

 当社の主要なマーケットである静岡県東部に

は紙・パルプ関連の企業が集中し、数多くのお

取引先があります。1960年代には製紙マシン

では数多くの駆動ベルトが使用されていました。

中でも、ラインシャフトと呼ばれる1本の駆動軸

から様々な機器を駆動するために綿製平ベル

トが大量に使用されていました。現場でレーシ

ング接合して使用されていましたが、ベルトそ

のものの伝達能力が低く、寿命も満足のいく

ものではありませんでした。

 その時、ドイツから輸入された製紙機械に装

着されていたのが皮を被覆材に使用したエク

ストレマルタスベルトで、綿製平ベルトに比べて

圧倒的に優れた伝達力と溶着エンドレスによる

接合部の長寿命に業界関係者は驚きました。

当社でも早速このベルトの取り扱いを検討し、

その当時エクストレマルタスを輸入していたエ

クマン商会よりこのベルトを購入することになり、

その後現在に至るまでお取引をさせていただ

いております。

 エクマン商会から日本ジークリングそしてフォ

ルボ・ジークリング･ジャパンと名前は変わりまし

たが、一貫して優れたジークリング製品の供給

を続けてこられた貴社に感謝申し上げると共に、

今後のますますのご発展をお祈りいたします。
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